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1 はじめに

1.1 このマニュアルについて

� 遠心濃縮機 5305 を初めてお使いになる前に、 この説明書をお読み下さい。

� 説明書はいつでも見られるよ う装置の近くに保管して下さい。

� 説明書を紛失してしまった際は、 弊社にご請求下さい。 最新版の説明書 （英語版） は弊社

ウェブサイ ト www.eppendorf.com からダウンロードできます。

1.2 安全にお使いいただくために

1.3 説明書中の記号

1.4 略語

ETFE フ ッ素樹脂 （Ethylene/Tetrafluoroethylene copolymer）
FFKM フ ッ素ゴム （Perfluorelastomer）

MTP マイ ク ロタ イタープレー ト （Microtiterplate）
PCR ポ リ メ ラーゼ連鎖反応 （Polymerase Chain Reaction）

PMMA メ タ ク リル樹脂 （Polymethylmethacrylate） 
PTFE フ ッ素樹脂 （ポ リ テ ト ラフルオロエチレン、 Polytetrafluoroethylene）

rcf 相対遠心力 （Relative centrifugal force, g-force）
rpm 1分間当たりの回転数 （Revolutions per minute）
UV 紫外線 （Ultraviolet radiation）

記号 意味

危険

電気シ ョ ッ クによる障害や死亡に繋がる危険があ り ます。

危険

爆発による障害や死亡に繋がる危険があ り ます。

危険

バイオハザードによる健康を損な う恐れや死亡に繋がる危険があ り ます。

危険

火災の危険があ り ます。

警告

障害に繋がる危険への警告です。

注意

軽度の危険や物的損害の危険への警告です。

有用な情報やヒン ト を示します。

記号 意味

�  実行する必要のある内容を示しています。

1.
2.

順番に実行して下さい。

•  リ ス ト です。

“ 文章 ” ディ スプレーに表示される文章です。
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2 製品説明

2.1 外観

巻頭の図をご参照下さい。 図 1がコンプ リート C タイプ、 図 2がベーシッ ク B タ イプです。

2.2 梱包内容

配達時の梱包には下記のセッ トが含まれています。

2.2.1 コンプ リート C タイプ

1 ポンプ排気口 （コンプ リート C タイプの
み）

ダイアフラム真空ポンプの排気口です。

排気コンデンサーのホースなども接続で
きます。

2 PMMA製蓋

3 シールリ ング 4 開閉取手

5 電源故障時蓋ロ ッ ク解除用孔 6 真空ポンプユニッ ト （ハウジング、 コン
プ リート C タイプのみ）

7 電源コネク ター 8 電源スイ ッチ

9 ヒ ューズホルダー 10 ID プレート

11 コン ト ロールパネルとディ スプレー 12 排気コンデンサー （コンプ リート C タ イ
プのみ）

13 ポンプ接続ノズル （ベーシッ ク B タ イプ
のみ）

真空ポンプのホースを接続するためのノ

ズルです。

14 真空ポンプユニッ トへの電源接続ソケッ
ト （ベーシッ ク B タ イプのみ）

数量 商品 No. 品名

1台 5305 000.231
5305 000.630

遠心濃縮機 5305
100 V / 50-60 Hz、 ダイアフラム真空ポンプ付き
F-45-48-11 ローター付
ジャンクシ ョ ンシステム、 ローターなし

1 セッ ト 5417 341.007
ヒ ューズ
2 x 6.3 AT UL （100V）

1本 - 電源ケーブル

1冊 - 使用説明書 （本書）

1冊 5305 900.011 使用説明書 （英語版）

1台 5301 330.008
排気コンデンサー
ホース無し

1本 5301 337.002 排気コンデンサー用ホース （0.7m）

1個 5301 110.032
ゲルド ライヤー接続具
ジャンクシ ョ ンシステムのみ
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2.2.2 ベーシッ ク B タ イプ

2.3 特長

遠心濃縮機 5305はマイ ク ロテス トチューブ、 遠沈管、 ファルコンチューブ、 プレート内の液体
を蒸発させるための機械です。

以下のチューブやプレー ト を利用できます。

• 1.5/2.0ml マイ ク ロテス トチューブ （1つのローター当たり最大 70本）
• 0.5ml マイ ク ロテス トチューブ （1つのローター当たり最大 72本）
• 15ml ファルコンチューブ （1つのローター当た り最大 8本）
• マイ ク ロタ イ タープレー ト、 PCRプレート （スイングローター使用）

詳し くは 12頁の 「2.4 ローター」 の項目をご参照下さい。
コンプ リー ト C タ イプにはダイアフラム真空ポンプが付いています。ベーシッ ク B タ イプでは市
販の真空ポンプに接続できます。

ベーシッ ク B タイプはコンプ リート C タイプへのアップグレードが可能です。ご希望の際は弊社
にご連絡下さい。

遠心濃縮機 5305 では以下の機能を利用できます。

• 4通りの温度 （室温、 30°C、 45°C、 60°C） から選択できます。
• 液体の性質に応じて 3通りの吸引モード （水 ・ アルコール ・高蒸気圧） の選択が可能です。
• デシケーター （乾燥機） 機能があ り ます。

• 溶媒ト ラ ップをポンプの後に取り付けられます。

コンパク ト で実験台の上に設置可能です。 ディ スプレーは分かり易く、 使い易くて信頼性のあ
る機械です。

数量 商品 No. 品名

1台 5305 000.037

遠心濃縮機 5305
100 V / 50-60 Hz
F-45-48-11 ローター付

1 セッ ト 5417 341.007
ヒ ューズ
2 x 6.3 AT UL （100V）

1本 - 電源ケーブル

1冊 - 使用説明書 （本書）

1冊 5305 900.011 使用説明書 （英語版）



2  製品説明

12

遠心濃縮機 5305　使用説明書

2.4 ローター

以下のローターを利用できます。 使用時には必ず製造社によって定められた遠心耐久性 （最大
rcf） を確認して下さい。

ローター 容器 最大容量 容器の寸法

（mm） Ø × l ま
たは l × w × h 

最大遠心力／回転数
（rpm）

一孔当た

りの最大

重量 (1)

F-45-72-8 0.5ml マイ ク ロテス トチューブ
x72本

8 × 31 内側 ： 202 x g / 
外側 ： 224 x g /
1,400 rpm

10g

F-45-70-11 1.5/2.0mlマイ ク ロテス トチュー
ブ x70本

11 × 41
11 × 47 

内側 ： 153 x g / 
中央部 ： 202 x g / 
外側 ： 248 x g /
1,400 rpm

15g

F-45-48-11 1.5/2.0mlマイ ク ロテス トチュー
ブ x48本

11 × 41
11 × 47 

内側 ： 217 x g / 
外側 ： 239 x g /
1,400 rpm

15g

F-45-24-12 6.0/8.0ml丸底遠沈管 x24本 12 × 67-100 234 x g /
1,400 rpm

35g

F-50-8-16 15.0/20.0ml丸底遠沈管 x8本 16 × 105-120 230 x g /
1,400 rpm

70g

F-50-8-18 15.0/20.0ml丸底遠沈管 x8本 18 × 105-128 230 x g /
1,400 rpm

70g

F-45-8-17 15ml ファルコンチューブ x8本 17 × 118-123 239 x g /
1,400 rpm

70g

F-40-36-12 1.5ml平底遠沈管 x36本 12 × 32 215 x g /
1,400 rpm

15g

F-45-36-15 3.0/5.0ml平底遠沈管 x36本 15 × 45-48 217 x g /
1,400 rpm

20g

F-45-16-20 6.5/10.0ml平底遠沈管 x16本 20 × 42-55 217 x g /
1,400 rpm

45g

F-40-18-19 10.0ml平底遠沈管 x18本 19 × 66 228 x g /
1,400 rpm

35g

F-45-12-31 20.0ml平底遠沈管 x12本 31 × 55 226 x g /
1,400 rpm

55g

F-35-8-24 25.0ml平底遠沈管 x8本 24 × 86-90 232 x g /
1,400 rpm

90g
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（1） アダプターと容器とサンプルの総重量

2.4.1 各ローターにおける注意点

F-45-72-8および F-45-48-11

• F-45-72-8および F-45-48-11はスペーサー（商品 No.5301 316.005） を用いる こ とによ り 2段重
ねにするこ とができます。 同じ種類のローター、 またはこれらのローターを 1個ずつ重ね
る こ とができます。 重ねる順番は自由です。

• ローターを積み重ねて用いる場合、 架けられる最大の重量が下側のローターは 2/3、 上側の
ローターは 1/3 に減少します。

• これらのローターには同梱されている脚を取り付けて使用します。 これによ り、 ローター

を実験台の上に置いた際にセッ ト したチューブが机に接触して持ち上げられるのを防ぐ こ
とができます。 この脚は装着したまま遠心する こ とができます。 ネジが緩んでいないか少
な く と も月に一回は確認して下さい。

F-45-24-12

• 長さが 75mm以下のチューブ ：最大架数は 24本
• 長さが 75mm を越えるチューブ ：最大架数は 12本

A-2-VC

• チューブ、ス ト リ ップ付き PCRチューブ、フレーム無しのプレー トはアダプターを用いるこ
とで利用できます （40頁の 「10.2.2 アダプター」 の項目をご参照下さい）。

• 高さが 27mm までの容器を架けられます。

A-2-VC 架けられる容器は以下の通りで

す。

• 0.2ml PCRチューブ
• 5連または 8連の PCRチュー
ブ

• PCR プレート
• マイ ク ロ タイ タープレート

• 細胞培養プレート
• ディープウェルプレート
（高さ 27mm まで）

128 × 86 × 27 131 x g /
1,400 rpm

115 g （バ
ケッ ト当
た り）

• スラ イ ド （コンビスラ イ ド

アダプター使用）

26 × 75 

ローター 容器 最大容量 容器の寸法

（mm） Ø × l ま
たは l × w × h 

最大遠心力／回転数
（rpm）

一孔当た

りの最大

重量 (1)



3  安全上の注意

遠心濃縮機 5305　使用説明書

14

3 安全上の注意

3.1 使用目的

遠心濃縮機 5305は医学や化学の研究分野でのサンプルの調製を目的と して製造されています。
本機は ト レーニングを受けた専門のスタ ッフが操作して下さい。

本機は屋内専用で、 核酸やタンパク質の水溶液の遠心濃縮に適しています。

3.2 使用者の制限

本機は ト レーニングを受け、 この説明書を熟読して本機に精通した専門のスタ ッフが操作して
下さい。

3.3 使用制限

3.3.1 ATEX指令 （94/9/EC） に関する宣言

遠心濃縮機 5305は防爆構造ではあ り ません。
したがって、 本機は換気がされた室内や換気フード下など開放系の安全な環境でのみ用いて下
さい。 爆発性の気体を発生する可能性がある物質を本機で扱わないで下さい。 そのよ う な物質
の扱いに伴う危険性は使用者の責任とな り ます。

3.3.2 付属品の使用期限

プラスチッ ク製アダプターの使用期限は使用開始時から 1年です。この期限を越えてアダプター
を用いないで下さい！

本説明書に掲載されているローター （12頁 「2.4 ローター」 参照） には使用期限はあ り ません。
ただし、 適切な使用と推奨されたメンテナンスを行い、 損傷が無い場合に限られます。 

WARNING!

警告！不適切な付属品の使用による安全性が損なわれる恐れがあ り ます。

エッペン ドルフが推奨した物以外の付属品や交換用部品の使用によ り装置の安全性や機能や精

度が損なわれる場合があ り ます。 これらの部品の使用による損害に対する保証や責任は負いか
ねます。

� エッペンドルフが推奨する純正の付属品のみを用いて下さい。

DANGER!

爆発の危険があ り ます！

� 爆発性の物質を扱う室内で本機を用いないで下さい。

� 爆発性の物質、 放射性物質、 反応性の高い物質を本機で扱わないで下さい。

� 爆発性の気体を発生する可能性がある物質を本機で扱わないで下さい。
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3.4 製造物責任に関する諸注意

以下の場合において、 本機の法的保護は損なわれます。 また、 本機の機能に対する法的責任は
失われます。

• 使用説明書に記載された使用方法が遵守されなかった場合。
• 使用説明書に記載された用途の範囲外に用いた場合。
• エッペンドルフが奨めていない付属品や消耗品 （チューブやプレート など） を用いた場合。

• エッペンドルフの承認を得ていない者による整備や修理がなされた場合。

• 許可無く本機に改造を施した場合。

3.5 警告

本機を使用する前には使用説明書をお読みにな り、 以下の諸注意をお守り下さい。

3.5.1 人体や装置の損傷に対する警告

DANGER!

危険！ 
装置や電源ケーブルの損傷による感電の恐れがあ り ます。

� 装置や電源ケーブルが損傷している時は電源を入れないで下さい。

� 適切な設置や修理を行ってお使い下さい。

DANGER!

危険！ 
感電死の恐れがあ り ます。

� 装置の内部の部品に触れるこ とが無いよ う、 ハウジングに破損がないこ とを確認して下さ

い。

� ハウジングを取り除かないで下さい。

� エッペンドルフ修理担当者以外は分解しないで下さい。

WARNING!

警告！ 
電源の仕様の相違による破損の恐れがあ り ます。

� 主電源の仕様が装置の ID プレートに記載された電源の仕様と一致しているこ とを確認して
下さい。

WARNING!

警告！ 
毒物や病原性微生物の扱いに対する警告です。

� 毒物や危険度 II グループに属する病原性微生物 （WHO研究施設用生体物質取り扱い安全マ
ニュアル参照） を取り扱う場合には、 国家または国際間の取り決めがあ り ますので、 必要
な場合は参照して下さい。

WARNING!

警告！ 
蓋が開いている と火傷の危険があ り ます。

ヒーターの電源を入れている と ローターチャンバーの表面の温度が 60°C以上に上昇します。
� ローターチャンバーの壁面に触れないで下さい。

CAUTION!
注意！ 
ローターやローターチャンバーへの液漏れによ り装置が損傷する恐れがあ り ます。

1. 装置の電源を切り ます。
2. 電源ケーブルを装置から抜きます。
3. 本説明書の記載に従って装置と付属品の清掃を、 また必要に応じて殺菌を行って下さい。
4. 本説明書に記載されている以外の清掃法や殺菌処理を行う場合は、 装置に損傷を与える恐
れが無いかエッペンドルフ社にご確認下さい。
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3.5.2 不適切な操作に対する警告

3.5.3 ローターの不適切な取り扱いに対する警告

CAUTION!
注意！ 
水分の凝結によ り電子部品が損傷する恐れがあ り ます。

冷たくなった装置を暖かい場所に移すと水分の凝結が装置内で起こ り ます。

� 移動後は装置を暖めるために、 3時間以上経ってから電源ケーブルを繋いで下さい。

CAUTION!
注意！ 
説明書を紛失してしまった場合。

� 装置を移動する場合、 説明書も一緒に移動させて下さい。

� も し も紛失してしまった場合は、 エッペンドルフにご請求下さい。 最新版の説明書 （英語

版） および安全性に関する説明書 （英語版） は弊社ウェブサイ ト www.eppendorf.com. から
ダウンロードできます。

WARNING!

警告！ 
指に怪我をする危険があ り ます。

� 装置の蓋を閉める際は、 指を装置と蓋や留め金具の間に置かないで下さい。 指が挟まれて

怪我をする危険があ り ます。

WARNING!

警告！ 
運転中に装置を動かした り叩いた りする と装置が損傷する恐れがあ り ます。

� 運転中に装置を動かした り叩いた り しないで下さい。

WARNING!

警告！ 
ローターの不適切な装着による怪我の危険があ り ます。

� ローターを適切に装着してご使用下さい。

� 運転開始時に異音がする場合はローターの装着が不適切な可能性があ り ます。 start/stop
キーを押して直ちに遠心を停止して下さい。

WARNING!

警告！ 
サンプルの非対称なロードによる怪我の危険があ り ます。

� チューブやバケッ トやプレー トは対称にロード して下さい。

� チューブやプレートに適合するアダプターを用いて下さい。

� 同じ種類 （重量、 材質／密度、 容量） のチューブやプレート を用いて下さい。

� 対称にロードするサンプルのバランスが取れているか天秤を用いて確認して下さい。

WARNING!

注意！ 
オーバーロードによる怪我の危険があ り ます。

本装置において最大容量で遠心できる物質は密度 1.2g/ml までに限られます。
� 1孔当た り、 1バケッ ト当た りの最大重量 （アダプター、 容器、 内容物） を超えてロード し

ないで下さい。
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3.5.4 チューブの損傷に対する警告

WARNING!

警告！ 
ローターやバケッ ト の腐食や損傷による怪我の危険があ り ます。

僅かな傷やひびであっても重大な事故に繋がり ます。

� 全ての部品を注意深く取り扱って下さい。

� バケッ ト をスイングローターに設置する際は損傷が無いこ とを確認して下さい。

� 付属品を定期的にチェッ ク して下さい。

� 腐食や損傷 （変形など） が見られるローターやバケッ ト を用いないで下さい。

WARNING!

警告！ 
反応性の強い物質によ り ローターが損傷する恐れがあ り ます。

ローターにはス ト レス耐性の極めて強い高品質の素材を用いています。 この安定性が反応性の

強い物質によ り損なわれる場合があ り ます。

� 以下の様な反応性の強い物質の使用は避けて下さい ： アルカ リ、 強酸、 水銀／銅／重金属

イオン、 ハロゲン化炭化水素、 高濃度の塩やフェ ノール。

� ローターが反応性の強い物質によ り汚染された際は直ちに中性洗剤を用いて洗浄して下さ

い。 特にローターの底板はすぐに洗浄して下さい。

WARNING!

警告！ 
チューブのオーバーロードによる怪我の危険があ り ます。

� チューブの製造元が定めた容量を守って下さい。

� 製造元が定めた遠心耐久性を超えない範囲で使用して下さい。

CAUTION!
注意！ 
損傷したチューブの使用による危険があ り ます。

損傷したチューブを用いないで下さい。 装置や付属品が損傷し、 サンプルが失われます。

� 遠心を始める前にチューブが損傷していないか目視確認して下さい。

CAUTION!
注意！

プラスチッ ク製チューブでの有機溶媒の使用による危険があ り ます。

有機溶媒を用いる とプラスチッ ク製チューブが溶ける場合があ り ます。

� チューブの薬品耐性を製造元に確認して下さい。

CAUTION!
注意！ 
サンプルとチューブが高熱にさ ら されます。

� サンプルとチューブの耐熱性を確認して下さい。
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3.5.5 バキューム

3.6 警告シンボル

WARNING!

警告！ 
バキュームに直接触れる と怪我の危険があ り ます。

� バキュームに触れないで下さい。

WARNING!

警告！ 
過度の圧力による怪我の危険があ り ます。

排気ガスの配管に過度の圧力が掛かる と破裂の恐れがあ り ます。

� 適切な管を使用して下さい。

� 排気ガスの配管を固定しないで下さい。

� 排気ガスの配管の上に物を置かないで下さい。

� 排気ガスの配管を曲げないで下さい。

� 排気ガスの配管に留め具や栓を取り付けないで下さい。

� 最大圧力や許容圧力差を確認して下さい （37頁 「9.4 コンプ リート C タイプのダイアフラム
真空ポンプ」 を参照して下さい）。

WARNING!

警告！ 
サンプルの漏出による怪我の恐れがあ り ます。

有害な液体の蒸気や病原菌を漏出させないで下さい。

� 冷却ト ラ ップや化学 ト ラ ップを用いて濃縮や分離を行って下さい。

� 保護具 （手袋、 衣類、 眼鏡など） を着用し、 安全性レベルに適合した施設で作業を行って

下さい。

シンボル 意味 貼り付け箇所

危険性のある装置です

� 使用説明書を参照して下さい。
コンプ リート C タイプ ： 側面の電源コ
ネク ターの隣。

ベーシッ ク B タ イプ ： 背面の電源コネ
クターの隣。

爆発の危険があ り ます

� 爆発性の物質、 放射性物質、 反応性の高い物

質を本機で扱わないで下さい。

� 爆発性の気体を発生する可能性がある物質を

本機で扱わないで下さい。

装置の上面

装置の蓋が開いている と火傷の危険があ り ます

ヒーターの電源を入れている と ローターチャン

バーの表面の温度が 60°C以上に上昇します。
▶ ローターチャンバーの壁面に触れないで下

さい。

装置の上面

過度の圧力による怪我の危険があ り ます

排気コンデンサーの上面のコネク ターは排気専

用です。

� 排気コンデンサーが正し く接続されているか

確認して下さい。

� 接続を遮断しないで下さい。

排気コンデンサーの上面
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4 設置

4.1 設置場所

装置の設置場所について以下の項目を確認して下さい。

• IDプレー トに記載されている電圧を確認して適切な電源を使用して下さい。
• 安定していて水平で振動しない台に設置して下さい。装置の重量はコンプ リート C タ イプが

31kg、 ベーシッ ク B タ イプが 17kg です。
• 装置は壁から側面 30cm、 背面 15cm以上離して設置して下さい。
• 風通しの良い直射日光が当たらない場所に設置して下さい。
• 周囲の温度が 15 から 35°Cの場所に設置して下さい。
• 高度が海抜 914m以上 （装置の空冷が正常に行えない恐れがあ り ます） の場所においては、

DIN EN 60034-1; VDE 0530-1に従う措置が要求されます。

4.2 設置準備

設置に関する諸注意

装置の重量はコンプ リー ト C タ イプが 31kg、ベーシッ ク B タイプが 17kgです。荷解きおよび設置
は 2人以上で行って下さい。

荷解きは以下の手順で行って下さい。

1. 段ボール箱を開けます。

2. ボール紙を取り除きます。

3. 付属品を取り出します。

4. 搬送用保護具ごと装置本体を段ボール箱から出します。

5. 搬送用保護具ごと装置本体を横向きに置きます。

6. 装置の底側後方の搬送用保護具をネジが見えるまで少し後方に押します。

7. 底側の搬送用保護具を引き抜きます。

8. 搬送用保護具のネジを外します。

9. 装置をまっすぐ立った状態に置きます。

10. 前面と背面の搬送用保護具を取り除きます。

11. プラスチッ クの覆いを装置と蓋から取り除きます。

12. 装置を安定していて水平で振動しない台に設置し、 3時間静置します。

13. 同梱品が全て揃っているか確認します （10頁の 「2.2 梱包内容」 の項目を参照して下さい）。

14. 全ての部品に損傷が無いか確認します。 損傷が見られた際はエッペンドルフ社にご連絡下
さい。

WARNING!

警告！不慮の事故の際に装置の周辺の物が損傷する恐れがあ り ます。

� 安全基準 （EN61010-2-020） には回転中は遠心濃縮機の周りに 30cmの隙間を確保するよ うに
記述されています。

WARNING!

警告！不慮の事故の際に危険があ り ます。

� 不慮の事故の際に電源を切れるよ うに非常スイ ッチを装置から離れた場所に設置して下さ

い。 非常スイ ッチは可能であれば実験室外か出口付近に設置して下さい。

Hint!

包装材は次に搬送する と きのために捨てないで下さい。 36頁 「8 搬送、 保管、 廃棄」 も参照し
て下さい。



4  設置

20

遠心濃縮機 5305　使用説明書

4.3 装置の設置

4.3.1 設置方法

他の機器との接続については本説明書の巻末の概略図 （図 4および 5） を参照して下さい。

以下の手順を実行して下さい。

1. 装置を適切な実験台に設置して下さい。

2. 水分の凝結による電子部品の損傷を防ぐために 3時間以上静置して装置を温めて下さい。

3. 付属品を接続します。 選択したタイプに従って以下の項目を参照して下さい。

• コンプリート C タ イプ ： 排気コンデンサーの接続 （20頁）
• コンプリート C タ イプ ： ゲルド ラ イヤーの接続 （21頁）
• ベーシッ ク B タイプ ： 真空システムの接続 （22頁）

4. IDプレー トに記載されている電圧と周波数を確認して下さい。

5. 電源ケーブルを繋いで装置の電源を入れて下さい。スイ ッチはコンプ リート C タ イプでは装
置の右側、 ベーシッ ク B タ イプでは装置の背面にあ り ます （巻頭図を参照して下さい）。

• ディ スプレーが起動します。
• 蓋のロッ クが解除されます （lid ランプが点灯します）。

4.3.2 コンプ リート C タイプ ： 排気コンデンサーの接続

WARNING!

サンプルの漏出による怪我の恐れがあ り ます。

有害な液体の蒸気や病原菌を漏出させないで下さい。

� 冷却ト ラ ップや化学 ト ラ ップを用いて濃縮や分離を行って下さい。

� 保護具 （手袋、 衣類、 眼鏡など） を着用し、 安全性レベルに適合した施設で作業を行って

下さい。

Hint!

法的規制や用途に合わせて液体および気体の回収や放出のための処理を行って下さい。 

Hint!

目的の用途において排気コンデンサーの使用が適切か確認して下さい。 化学的に反応性の高い

物質や生物学的に危険な物質を濃縮する際は以下の処理を行って下さい。

• 排気コンデンサーに適切な冷却ト ラ ップや化学 ト ラ ップを繋いで下さい。
• 加えて、 排気コンデンサーをアイスバスに浸して下さい。
• 排気コンデンサーにホースを取り付けて排気システムと接続して下さい。
• 排気コンデンサーに冷却 ト ラ ップや化学ト ラ ップを組み合わせて設置して下さい。

Hint!

遠心濃縮機 5305 のポンプは薬品耐性です。 従って、 ポンプの後に排気コンデンサーを取り付け
られます。
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1. 排気コンデンサーから包装を取り除きます。

2. 上方の接続部の赤いキャ ップを取り外します。

3. 排気コンデンサーの側面のネジを締めます。

4. ポンプの排出口とコンデンサーの側面をホースで繋ぎます。

5. 排気コンデンサーを装置の側面もし くは前面左側に設置します。

6. 排気コンデンサーの上方のノズルにフ ィルターを接続するこ とができます。 コンプリート C
タ イプのポンプの排出口に 1bar以上の過度の圧力が加えられないよ うにして下さい。

4.3.3 コンプ リート C タイプ ： ゲルド ラ イヤーの接続

必要条件

• 接続用ホース （長さ 50cm以内、 内径 8mm、 薬品耐性有り、 バキューム用）

1. 装置の左側の停止弁のネジ山にホース （G1/4サイズ） を差し込みます。

2. ゲルド ラ イヤーを取り付けます。

WARNING!

警告！過度の圧力による怪我の危険があ り ます。

排気ガスの配管に過度の圧力が掛かる と破裂の恐れがあ り ます。

� 適切な管を使用して下さい。

� 排気ガスの配管を固定しないで下さい。

� 排気ガスの配管の上に物を置かないで下さい。

� 排気ガスの配管を曲げないで下さい。

� 排気ガスの配管に留め具や栓を取り付けないで下さい。

� 最大圧力や許容圧力差を確認して下さい （37頁 「9.4 コンプ リート C タイプのダイアフラム
真空ポンプ」 を参照して下さい）。

Hint!

逆流を防ぐためにポンプの排出口が排気コンデンサーの注入口よ り上方になるよ うにして下さ

い。
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4.3.4 ベーシッ ク B タ イプ ： 真空システムの接続

ベーシッ ク B タイプには単相または三相の真空ポンプやセン ト ラル真空システムを接続できま
す。

必要条件

• 20mbar を発生できるポンプであるこ と。
• 用途に応じて、 真空システムの前や後に分離器 （排気コンデンサー、 冷却ト ラ ップや化学

ト ラ ップ） を接続できる こ と。

4.3.5 単相真空ポンプの接続

必要条件

• 真空ポンプの最大消費電力 350W。
• 真空ポンプの電源と制御用の特殊プラグを使用 （41頁 「10.2.3 その他の付属品」 参照）。
• 接続用ホース （長さ 50cm以内、 内径 8mm、 薬品耐性有り、 バキューム用）
� 真空ポンプを特殊プラグと接続用ホースを用いてベーシッ ク B タイプに接続して下さい。

4.3.6 三相真空ポンプまたはセン ト ラル真空システムの接続

必要条件

• 遠心濃縮機 5305は電磁弁を介して真空システムの制御が可能です （41頁 「10.2.3 その他の付
属品」 参照）。

• 接続用ホース 2本 （長さ 50cm以内、 内径 8mm、 薬品耐性有り、 バキューム用）。

1. 接続用ホースを用いて電磁弁を遠心濃縮機 5305 と真空システムに接続します。

2. 電磁弁を遠心濃縮機 5305の電源出力に接続します。

3. 真空ポンプを電源に直接繋ぎます。

CAUTION!
注意！溶媒の特性を確認して下さい。

1台の真空システムで複数の装置を同時に運転する際、真空システム内で爆発性のガスが発生す
る場合があ り ます。

� 複数の装置を同時に運転する際は単一の溶媒を用いるか安全な溶媒のみを用いて下さい。

Hint!

遠心濃縮機 5305 によってコン ト ロールされ電磁弁が締まる こ とによ り、 遠心濃縮が完全に終了
する前に、 真空システムは遠心濃縮機 5305 から自動的に切り離されます。 電磁弁が無い場合は
弁を手動で締めるこ とによ り切り離すこ とができます。

Hint!

真空システム との接続について何か問題があればエッペンドルフ社にご連絡下さい。 弊社の連

絡先は Tel: 03-5825-2361、 e-mail: info@eppendorf.jp です。
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5 操作

5.1 操作パネルの概要

遠心濃縮機 5305 を初めてお使いになる前に本使用説明書をよ くお読みになり、 操作パネルと
ディ スプレーについて精通した上でお使い下さい。 巻末 （図 3） のキーパッ ド とディ スプレー
の図をご参照下さい。

5.2 機能

遠心濃縮機 5305は乾燥機あるいは遠心機と して利用するこ と もできます。 遠心濃縮および乾燥
機能においては液体の性質に合わせて 3通りの吸引モードの選択が可能です。

� 装置の運転を開始する前に mode/vent キーを押して目的の機能を選択して下さい。

1 運転時間

１分から 9時間 59分までおよび無限大
（“oo”）、 １分単位で設定可能。

2 ブレーキ

“ON” ： ブレーキ機能入
“OFF” ： ブレーキ機能切

3 温度

“--” ： ヒーター切 
“30/45/60”°C ： ヒーター入

4 モード

（5.2 機能参照）

5 ダイアフラム真空ポンプの状態

消灯 ： ポンプ切

点灯 ： ポンプ運転中

6 蓋の状態

消灯 ：蓋がロ ッ ク されている  
点灯 ：蓋がロ ッ ク されていない

7 運転の開始と停止 8 モード設定

運転中にこのキーを押すと ローターの

チャンバーの換気が行われます。 その際
ディ スプレーには “Ventilation” が表示さ
れます。

9 温度設定 10 ブレーキ設定

11 運転時間設定

機能 モード 備考

遠心濃縮 “V-AQ” （vacuum - aqueous） 水溶液

“V-AL” （vacuum - alcoholic） アルコール溶液

“V-HV” （vacuum - high vapor） 高蒸気圧の溶液

乾燥 “D-AQ” （desiccator - aqueous） 水溶液

“D-AL” （desiccator - alcoholic） アルコール溶液

“D-HV” （desiccator - high vapor） 高蒸気圧の溶液および乾燥した物質

遠心分離 “CEFU” （centrifuge） 1,400rpmでの遠心分離

Hint!

運転中は機能の変更はできません。

Hint!

運転中に mode/vent キーを押すと ローターのチャンバーの換気が行われます。 可能であれ
ば、 “V-AQ”、 “V-AL”、 “D-AQ”、 “D-AL” モードでの運転中には時々換気を行って下さい。
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5.3 遠心濃縮の準備

5.3.1 装置の電源を入れる

� 装置の電源を入れて下さい。

• ディ スプレーの電源が入り ます。
• 蓋のロッ クが開きます （lid ランプが点灯します）。
• 最後に運転した際の設定が表示されます。

5.3.2 ローターの設置

ローターの装着は以下の手順で行います。

1. ローターをモーターシャフ トに挿入して下さい。

2. 止まる所まで押し下げて下さい。

5.3.3 暖機運転

15分間の暖機運転を行う こ とでダイアフラム真空ポンプは表示出力と最終圧力に達します（37頁
「9.4 コンプ リー ト C タ イプのダイアフラム真空ポンプ」 を参照して下さい）。 暖機運転によって
ポンプ内やローターのチャンバーの蓋の水分の凝結を防ぐ こ とができ、 ポンプの寿命が延びま
す。

1. time矢印キー ： 15分に設定します。

2. brake ： ブレーキの設定を行います。

3. temp ： 温度を設定します。

Hint!

周囲の気温が 15~35°Cであるか確認して下さい。
高度が海抜 914m以上 （庫内の空冷が正常に行えない恐れがあ り ます） の場所においては、 DIN 
EN 60034-1; VDE 0530-1に従う措置が要求されます。

WARNING!

警告！ローターやバケッ トの腐食や損傷による怪我の危険があ り ます。

僅かな傷やひびであっても重大な事故に繋がり ます。

� 全ての部品を注意深く取り扱って下さい。

� バケッ ト をスイングローターに設置する際は損傷が無いこ とを確認して下さい。

� 付属品を定期的にチェッ ク して下さい。

� 腐食や損傷 （変形など） が見られるローターやバケッ ト を用いないで下さい。

Hint!

初めてお使いになる前に 12頁の 「2.4 ローター」 および 13頁の 「2.4.1 各ローターにおける注意
点」 をお読み下さい。

ローター A-2-VC ： ローターを設置する前にバケッ ト を取り外して下さい。

Hint!

ローターをねじ込む必要はあ り ません。

WARNING!

警告！指に怪我をする危険があ り ます。

� 装置の蓋を閉める際は、 指を装置と蓋や留め金具の間に置かないで下さい。 指が挟まれて

怪我をする危険があ り ます。
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4. mode/vent ： “V-AQ”、 “V-AL”、 “V-HV” モードのいずれかを選択します。

5. 装置の蓋を閉じます。

6. start/stop キーを押して暖機運転を開始します。

• 蓋のロッ クが掛かり ます。 lid ランプが緑色に点灯します。
• ローターが回転します。

• ローターの回転数が 1,000rpmに達した時点で真空ポンプの電源が入り、vac ランプが点灯
します。

• 排気弁が閉ま り ます。
• ローターの回転数が 1,400rpmにまで上昇します。
• ディ スプレーに運転時間が点滅表示されます。
• 残りの運転時間が表示されます。

暖機運転終了後

• 装置が自動で止ま り ます。
• ローターの減速中は運転した時間が点滅表示されます。

• ローターのチャンバーが換気され、 チャンバー内の気圧が徐々に上昇します。

• 2秒後に真空ポンプの電源が切れて vac ランプが消灯します。
• ローターの回転が減速します。

• ローターの回転が止まる と lid ランプが消灯します。
• 蓋のロ ッ クが外れます。

5.3.4 アングルローターへのサンプルのロード

スイングローター A-2-VCについては 26頁の 「5.3.5 スイングローターへのサンプルのロード」
を参照して下さい。

アングルローターへのサンプルのロードは以下の手順で行って下さい。

1. ローターの一孔当た りの最大重量を確認して下さい。 詳し くは 12頁 「2.4 ローター」 を参照
して下さい。

2. 目的のチューブに適合するローターをロード して下さい。

3. 同じサンプルを入れた同じ種類のチューブを対称にロード して下さい。

天秤を用いて対称にロードするサンプルの重量を等し くする こ と を推奨します。 これによ

り装置の寿命を延ばし、 運転中の騒音を減少させる こ とができます。

WARNING!

警告！サンプルの非対称なロードによる怪我の危険があ り ます。

� チューブやバケッ トやプレー トは対称にロード して下さい。

� チューブやプレートに適合するアダプターを用いて下さい。

� 同じ種類 （重量、 材質／密度、 容量） のチューブやプレート を用いて下さい。

� 対称にロードするサンプルのバランスが取れているか天秤を用いて確認して下さい。

WARNING!

警告！オーバーロードや損傷したチューブによる危険があ り ます。

� 17頁 「3.5.4 チューブの損傷に対する警告」 を参照して下さい。
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5.3.5 スイングローターへのサンプルのロード

必要条件

• エッペンドルフ社が承認したローター、 バケッ ト、 アダプターの組み合わせを用いて下さ

い。

• バケッ トは 2つ装着して下さい。
• 適切なチューブやプレー ト を用いて下さい。
• アダプターとプレー トの合計の高さは 27mm までです。

1. バケッ トの溝がク リーンか確認し、 軸にピボッ ト グ リース （商品 No. 5810 350.050） が薄く
塗られているこ とを確認して下さい。

溝や軸が汚れている とバケッ トが正し く スイングしません。

2. バケッ ト をローターに架けます。

3. 両方のバケッ トが正し く架けられていて、 手でスイングさせてみて正常にスイングする こ
と を確認して下さい。

4. 初めて使用するプレートであれば、 利用可能な寸法のものか確認して下さい。

5. バケッ ト当た りの最大容量 （アダプター、 プレート 、 サンプル） を確認して下さい。

詳し くは 12頁 「2.4 ローター」 を参照して下さい。

6. バケッ トにアダプターおよびプレート を対称にロード して下さい。

右上図のよ うにサンプルをロードする とバケッ トが正し く スイングしません。

プレー トはバケッ ト内で完全には固定されておらず、 若干移動します。

7. ローターの蓋を閉めて下さい。

5.3.6 装置の蓋を閉める

1. ローターが正し く装着されているか確認して下さい。

2. 装置の蓋を閉じて下さい。

CAUTION!

注意！プレートの高さが高すぎる とサンプルが漏れる恐れがあ り ます。

遠心中はプレー トの端のウェルのメニスカスが斜めにな り ます。 これは遠心力によるものであ

り、 回避する方法はあ り ません。

� プレー トには最大容量の 2/3 までの容量のサンプルを充填して下さい。

WARNING!

警告！サンプルの非対称なロードによる怪我の危険があ り ます。

� チューブやバケッ トやプレー トは対称にロード して下さい。

� チューブやプレートに適合するアダプターを用いて下さい。

� 同じ種類 （重量、 材質／密度、 容量） のチューブやプレート を用いて下さい。

� 対称にロードするサンプルのバランスが取れているか天秤を用いて確認して下さい。

WARNING!

警告！指に怪我をする危険があ り ます。

� 装置の蓋を閉める際は、 指を装置と蓋や留め金具の間に置かないで下さい。 指が挟まれて

怪我をする危険があ り ます。
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5.4 遠心濃縮

必要条件

こ こで必要となる準備については全て前の項目に記載されています （24頁 「5.3 遠心濃縮の準
備」 を参照して下さい）。

5.4.1 時間を設定して遠心濃縮を行う

以下の手順を実行して下さい。

1. time矢印キー ：時間を設定します。

2. brake ： ブレーキの設定を行います。

3. temp ： 温度を設定します （サンプルの温度耐性を確認して下さい）。

4. mode/vent ： “V-AQ”、 “V-AL”、 “V-HV” からモードを選択します。

5. start/stop キーを押して遠心濃縮を開始します。

• 蓋のロッ クが掛かり ます。 lid ランプが緑色に点灯します。
• ローターが回転します。

• ローターの回転数が 1,000rpmに達した時点で真空ポンプの電源が入り、vac ランプが点灯
します。

• 排気弁が閉ま り ます。
• ローターの回転数が 1,400rpmにまで上昇します。
• ディ スプレーに運転時間が点滅表示されます。
• 残りの運転時間が表示されます。

遠心濃縮終了後

• 装置が自動で止ま り ます。
• ローターの減速中は運転した時間が点滅表示されます。

• ローターのチャンバーが換気され、 チャンバー内の気圧が徐々に上昇します。

• 2秒後に真空ポンプの電源が切れて vac ランプが消灯します。
• ローターの回転が減速します。

• ローターの回転が止まる と lid ランプが消灯します。
• 蓋のロッ クが外れます。

6. サンプルを取り出します。

WARNING!

警告！オーバーロードや損傷したローターやチューブによる危険があ り ます。

� 遠心濃縮開始前にローターのオーバーロードや非対称なロード、 容器の損傷やオーバー

ロードによる危険性に関する項目をお読み下さい （15頁 「3.5 警告」 を参照して下さい）。

WARNING!

ローターの不適切な装着による怪我の危険があ り ます。

� ローターが適切に装着された装置のみを用いて下さい。

� 運転開始時に異音がする場合はローターの装着が不適切な可能性があ り ます。 start/stop
キーを押して直ちに遠心を停止して下さい。

CAUTION!
注意！排気コンデンサーからの漏出の恐れがあ り ます。

排気コンデンサーの最大容量は 280ml です。

1. 運転前には排気コンデンサーの容量が使用目的に適合するか確認して下さい。

2. 必要に応じて排気コンデンサーを空にして下さい （29頁の 「5.4.5 排気コンデンサーを空に
する」 を参照して下さい）。
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5.4.2 連続運転による遠心濃縮を行う

連続運転は以下の手順で行って下さい。

1. time矢印キーを用いて “0:01” 以下か “9:59” 以上に設定して “oo” を表示させます。

2. 他のパラ メーターは 「5.4.1 時間を設定して遠心濃縮を行う 」 と同様に設定します。

3. start/stop キーを押して遠心濃縮を開始します。

時間表示が １分単位で増加します。

4. start/stop キーを押して遠心濃縮を停止します。

5. 以下の手順は 「5.4.1 時間を設定して遠心濃縮を行う 」 と同様です。

5.4.3 オーバーラン

1. 作業終了後はサンプルをロード していない空のローターを用いて １分間以上の運転を行っ
て下さい。

2. mode/vent キーを 2~3秒押してポンプから残留凝縮液を除去します。 コンプレ ッサーの寿命
を長くする こ とができます。

5.4.4 ローターを取り外して装置の電源を切る

1. ヒーターの電源を切り ます。

2. ローターを取り外します。

3. ローターチャンバーや蓋に付着した水分を拭き取り ます。

4. ローターチャンバーや蓋を清掃します （31頁の 「6 メ ンテナンス」 の項目を参照して下さ
い）。

5. 蒸気の残留を防ぐために蓋を開きます。

6. 装置の電源を切り ます。

Hint!

運転中に以下の作業が行えます：

• 運転時間を変更できます。 新しい設定が直ちに反映されます。 新たに設定できる時間は既
に経過した運転時間プラス 2分以上です。

• ブレーキと温度の設定を変更できます。

• mode/vent キーを押している間はローターチャンバーの手動換気が行われます。 この方法で
装置の蓋やポンプの凝縮液の除去やホースのすすぎを行えます。

• start/stop キーを押して運転を中止するこ とができます。

Hint!

10時間以上運転した場合、 “9:59” が表示されます。

Hint!

スイングローター A-2-VC ： ローターが装着された状態のままでバケッ ト を先に取り外します。



29

5  操作

遠心濃縮機 5305　使用説明書

5.4.5 排気コンデンサーを空にする

1. 以下の方法で廃液を排出します。

• 排気コンデンサーが装置の側面に設置されている場合 ： チューブを取り外し、 上方の接
続口から液体を廃棄して下さい。

• 排気コンデンサーが装置の前面に設置されている場合 ： ネジ回しを用いて黒い栓を取り
除いて専用の栓を取り付け、 この栓から液体を直接廃棄する こ とができます。

2. 関連法規に従って廃液を処理して下さい。

5.5 ローターに関する注意

5.5.1 スイングローター A-2-VC

ローターの取り扱い

CAUTION!
注意！適切な取り扱いを行って下さい。

� ローターを取り外す前に、 バケッ ト を取り外して下さい。

� ローターは必ず両手で取り外して下さい。

CAUTION!
注意！回転中のローターに触れないで下さい。

プレー トにサンプルを最大限にまでロードする と、 装置の蓋のロ ッ クが外れた後もローターが

回転している場合があ り ます。

� 必ずローターが停止するのを待ってからプレー トやチューブを取り出して下さい。
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5.6 特別な機能

5.6.1 乾燥機機能

遠心濃縮機 5305はデシケーター （乾燥機） と して利用する こ とができます。 この場合、 ロー
ターは回転しません。

ローターを用いずにローターチャンバー内にサンプルを直接設置する こ とができます。

1. mode/vent ： “D-AQ”、 “D-AL”、 “D-HV” からモードを選択します。

2. 遠心濃縮機能の場合と同様に運転します （27頁 「5.4 遠心濃縮」 を参照して下さい）。

5.6.2 ゲルド ライヤーの利用

コンプ リー ト C タ イプに接続したゲルド ライヤーは、 遠心濃縮機能や乾燥機能と同時にまたは
別々に運転する こ とができます。

1. mode/vent ： “CEFU” 以外のモードを選択します。

“V-HV” または “D-HV” を推奨します。

ゲルド ラ イヤーのみを用いる場合は “D-AQ”、 “D-AL”、 “D-HV” のいずれかを選択して下さ
い。

2. 遠心濃縮機能や乾燥機能の場合とは異なり、 運転開始前にゲルド ラ イヤーの栓を開き （→
気体が流れる方向につまみを向けます）、 運転終了後に栓を閉じて下さい。

ゲルド ラ イヤーのみを用いる場合は装置の蓋を閉じて下さい。

3. 遠心濃縮機能の場合と同様に運転します （27頁 「5.4 遠心濃縮」 を参照して下さい）。

5.6.3 遠心機機能

遠心濃縮機 5305は遠心機と して利用する こ とができます。 この場合、 排気は行われません。

1. mode/vent ： “CEFU” モードに切り替えます。

2. 遠心濃縮機能の場合と同様に運転します （27頁 「5.4 遠心濃縮」 を参照して下さい）。

真空ポンプは作動していないため、運転中に mode/vent キーを押しても排気は行われません。

CAUTION!
注意！モードを確認して下さい。

モードが必ず “D-AQ”、 “D-AL”、 “D-HV” にある こ と を確認して下さい。 さ もないとチャンバー
内に設置したガラス容器などが破損したり、 そのためチャンバーやアク リル製の蓋に傷をつけ
ます。

CAUTION!
注意！溶媒の特性を確認して下さい。

1台の真空システムで複数の装置を同時に運転する際、真空システム内で爆発性のガスが発生す
る場合があ り ます。

� 複数の装置を同時に運転する際は単一の溶媒を用いるか安全な溶媒のみを用いて下さい。
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6 メンテナンス

6.1 保守

6.1.1 装置

� 装置に酸やアルカ リや塩が付着したままで放置しないで下さい。

� 以下の様な反応性の強い物質の使用は避けて下さい ： アルカ リ、 強酸、 水銀／銅／重金属

イオン、 ハロゲン化炭化水素、 高濃度の塩やフェ ノール。

� 腐食性の液体を頻繁に用いるのであれば、 ピボッ ト グ リース （商品 No. 5810 350.050） を
ローターおよびローターチャンバーに薄く塗って下さい。

6.1.2 ポンプ

コンプ リー ト C タ イプの薬品耐性ポンプはユーザーによる メ ンテナンスは必要あ り ません。 た
だし、 栓とダイアフラムには磨耗や裂けが生じます。

� mode/vent キーを押して凝縮液を除去して下さい。

これによ り消耗品の寿命が延びます。

� 栓やダイアフラムに損傷が見られる場合はエッペンドルフ社にご連絡下さい。

6.2 清掃／殺菌の準備

装置および付属品の表面は少なく と も月に一度の清掃を行って下さい。

修理や点検の際にエッペン ドルフ社に装置を送る際には 33頁 「6.6 搬送時の汚染除去」 もお読み
下さい。

清掃 殺菌／滅菌

1. 中性洗剤を用いて装置および付属品の表面
を清掃して下さい。

2. 以後の項目に記載されている方法で清掃を
行って下さい。

1. 法的規制やガイ ド ラ インに適合する殺菌法
（エタ ノールやイ ソプロパノールなどのア
ルコールや殺菌剤など） を選択して下さ
い。

2. 以後の項目に記載されている方法で殺菌／
滅菌を行って下さい。

3. 装置と付属品を清掃して下さい。

Hint!

清掃、 殺菌／滅菌方法や利用可能な洗剤の種類などに関してご不明な点がございましたら弊社

にご連絡下さい。 弊社の連絡先は Tel: 03-5825-2361、 e-mail: info@eppendorf.jp です。
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6.3 清掃／殺菌

1. 主電源を切り、 装置の蓋を開け、 電源ケーブルを抜きます。

2. ローターを取り外します。

3. 装置やローターチャンバーの清掃や殺菌を行います。

4. 湿らせた布を用いて装置と付属品とケーブルの表面を拭きます。

5. ハウジングのゴムシールを水洗して下さい。

6. 乾燥したラバーシールにグ リセ リ ンを塗り ます。 他の部品 （蓋の止め金具など） に油を差

す必要はあ り ません。

7. ローター、 バケッ ト 、 アダプターの清掃や殺菌を行います。

8. ローター、 バケッ ト 、 アダプターを水ですすぎます。

9. ローターと付属品を乾いた布の上に置きます。

10. 装置および付属品に腐食や損傷が無いか確認します。

11. 乾燥したローターをモーターシャフ トに装着します。

12. 必要に応じてバケッ トやアダプターを装着します。

DANGER!

危険！液体の浸透による感電の恐れがあ り ます。

� 清掃や殺菌を行う際は電源を切り、 電源ケーブルを外して下さい。

� 液体がハウジング内に入り込まないよ うにして下さい。

� スプレーを用いた殺菌は行わないで下さい。

� 装置が完全に乾いてから電源を接続して下さい。

CAUTION!
反応性の高い物質を用いる際は以下の点にご注意下さい。

反応性の高い物質によ り装置や付属品が損傷します。

� 以下の様な反応性の高い物質は用いないで下さい ： アルカ リ、 強酸、 アセ ト ン、 ホルムア

ルデヒ ド、 塩素化炭化水素、 フェ ノール。

� 反応性の強い物質によ り汚染された際は直ちに中性洗剤を用いて洗浄して下さい。

CAUTION!
注意！反応性の高い洗剤や殺菌剤を用いる と腐食する恐れがあ り ます。

� 腐食性の洗剤や反応性の高い溶媒や研磨剤を用いないで下さい。

� 付属品や装置を洗剤や殺菌剤が付着したまま長時間放置しないで下さい。

CAUTION!
注意！ UVや放射線によ り装置が損傷します。

� UV、 β線、 γ線あるいは他の高エネルギー放射源を殺菌に用いないで下さい。

Hint!

オート クレーブ

全てのローター、 バケッ ト、 アダプターは 121°C、 20分間のオート クレーブが可能です。
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6.4 ガラ スの破損

ガラスの破片によ り ローターやバケッ トに傷が付く と薬品耐性が損なわれます。 空気の渦に
よってローターチャンバー内に細かい金属片が発生し、 装置の磨耗や損傷を引き起こ します。
また、 サンプルのコンタ ミ ネーシ ョ ンの原因とな り ます。

1. ガラス製品が破損した際は、 全ての破片をローター、 バケッ ト、 アダプター、 ローター
チャンバーから取り除いて下さい。

2. 必要に応じて、 アダプターを交換して下さい。

3. ローターに損傷が無いか確認して下さい。

6.5 ヒ ューズの交換

ヒ ューズホルダーはフラ ップの後方、 電源ソケッ ト の隣に有り ます （10頁の 「2.1 外観」 を参照
して下さい）。

1. 電源ケーブルを外します。

2. ねじ回しなどを用いてフラ ップを開けます。

3. 赤いヒ ューズホルダーを取り外します。

4. ヒ ューズを確認します。

5. ヒ ューズを交換します。

6.6 搬送時の汚染除去

修理や廃棄などのために装置を搬送する際は以下の点にご注意下さい。

Hint!

ガラス製チューブをお使いになる際は遠心力 ・回転数の増加に伴い、 ガラスの破損の危険が増

大します。 許容最大負荷 （容量および遠心耐久性） を確認して下さい。

WARNING!

警告！装置のコンタ ミ ネーシ ョ ンによ り健康を損な う恐れがあ り ます。

1. 汚染除去証明書の PDF文書は弊社ウェブサイ トの www.eppendorf.com/decontaminationからダ
ウンロードできます。

2. 発送する全ての部品から汚染を完全に除去して下さい。

3. 必要事項を記載した汚染除去証明書を添えて発送して下さい。
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7 トラブルシューティ ング 不具合が繰り返し見られるよ うであれば、 エッペンドルフ社にご連絡下さい。 弊社の連絡先は
Tel: 03-5825-2361、 e-mail: info@eppendorf.jp です。

7.1 一般的なエラー

状況／メ ッセージ 原因 解決法

何も表示されない。 電源が接続されていない。 � 電源を接続する。

何も表示されない。 電源の故障。 � 装置のヒ ューズを確認する （33頁 「6.5 
ヒ ューズの交換」 参照）。

� 実験室の電源を確認する。

装置の蓋が開かない。 ローターが回っている。 � ローターが止まるまで待つ。

装置の蓋が開かない。 電源の故障。 1. 装置のヒ ューズを確認する （33頁 「6.5 
ヒ ューズの交換」 参照）。

2. 実験室の電源を確認する。

3. 電源故障時の蓋の開け方 （35頁 7.3項参
照） によ り蓋を開ける。

運転できない。 装置の蓋が閉まっていない。 � 蓋を閉める。

加速途中に装置が振動す

る。

サンプルが対称にロード されていない。 1. 装置を止めて対称にロードする。

2. 運転を再開する。

濃縮されない。 装置の蓋のシールリ ングが損傷している。 � シール リ ングを交換する （41頁 「10.2.3 
その他の付属品」 参照）。

ポンプが起動しない。 ポンプがオーバーロード されている。

ポンプのモーターの巻き線の温度スイ ッチが

働いている。

� ポンプを冷却する。

ポンプが起動しない。 排気ガスの回路に過剰な圧力が掛かってい

る。

� 回路を開放する。

溶媒が排出されない。 ホースが細長い。 � 短くて太いホースを用いる。

溶媒が排出されない。 ポンプ内で凝結している。 � ポンプを 2~3分運転し、mode/vent キーを
数回押す。

温度表示が点滅する。 排気コンデンサーの温度が設定値から 5°C以
上ずれている。

� 前回の運転時の熱が残っているので冷め

るまで待つ。

� 実験室の室温を下げる。

温度表示が高速で点滅す

る。

温度が設定値よ り 10°C以上高い。 � 近くにある熱源 （ハロゲン ヒーターな

ど） の電源を切る。

ホース内に液体が溜まる。  � 換気機能を用いる。

� ホースの接続を確認する。
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7.2 メ ッセージ

弊社の連絡先は Tel: 03-5825-2361、 e-mail: info@eppendorf.jp です。

7.3 電源故障時の蓋の開け方

停電などによ り装置の蓋を開けられな くなった際は手動で開いて下さい。

1. 電源ケーブルを外します。

2. 針金状のもの （文房具のク リ ップなど、太さ 2.5mm まで） を右側面の電源故障時蓋ロッ ク解
除用孔 （巻頭図 1の 5番） に挿入し、 抵抗を感じる と ころまで押し込みます。

蓋のロ ッ クが外れます。

3. 蓋を少し開けます。

4. 針金などを抜きます。

5. 蓋を完全に開けます。

状況／メ ッセージ 原因 Remedy

“Error 1” 機械のエラー。 � エッペンドルフ社にご連絡下さい。

“Error 2”
“Error 3”
“Error 4”

遠心の不具合。 � 障害物を取り除き、 ローターを手で回して異常が無

いか確認します。

� 最大重量を確認します。

� ローターの装着に誤りが無いか確認します。

“Error 5” 機械のエラー。 � エッペンドルフ社にご連絡下さい。

“Error 7” 蓋の留め金具のエラー。 � エッペンドルフ社にご連絡下さい。

“Error 8” 温度センサーのエラー。 � エッペンドルフ社にご連絡下さい。

“Error 9” 電気的なエラー。
 注意！ローターチャンバーが72°C以上に上昇する
場合があ り ます。

� エッペンドルフ社にご連絡下さい。

“Error 10” 加熱のエラー。 � エッペンドルフ社にご連絡下さい。

“Error 12”
“Error 14”

電気的なエラー。 � エッペンドルフ社にご連絡下さい。

WARNING!

警告！手動で蓋を開ける際にローターが回転している と怪我をする恐れがあ り ます。

� ローターの回転が止まってから蓋を開けて下さい。

Hint!

停電時には換気弁が開きます。 ローターが完全に停止する前に、 ローターチャンバーの気圧が

外気圧にまで上昇します。
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8 搬送、 保管、 廃棄

8.1 搬送

� 搬送は必ず購入時の包装を用いて下さい。

* ベーシッ ク B タ イプ／コンプ リート C タイプ

8.2 保管

*ベーシッ ク B タ イプ／コンプ リート C タイプ

8.3 廃棄

製品を廃棄する際には、 電気製品 ・電子部品の処分に関する法律に従って下さい。 

温度 * 相対湿度 気圧

通常 -25 ~ 60 °C / 
-10 ~ 60 °C

10 ~ 95% 30 ~ 106 kPa

空輸時 -40 ~ 55 °C / 
-10 ~ 55 °C

10 ~ 95% 30 ~ 106 kPa

温度 * 相対湿度 気圧

搬送用梱包時 -25 ~ 55 °C / 
-10 ~ 55 °C

10 ~ 95% 70 ~ 106 kPa

非搬送用梱包時 -5 ~ 45°C 10 ~ 95% 70 ~ 106 kPa
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9 仕様

9.1 電源

9.2 使用環境

9.3 重量／寸法

9.4 コンプ リー ト C タ イプのダイアフラム真空ポンプ

電源 100V/50-60 Hz

消費電力 コンプ リート C タ イプ ： 350W
ベーシッ ク B タ イプ ： 150W （外部真空ポンプ

使用時の最大電力 505W）

過電圧カテゴ リー II

ヒ ューズ 6.25AT （100V）

使用場所 屋内専用

温度 15 ~ 35 °C

最大相対湿度 75  %

高度 海抜 1,828m以下

環境汚染度 2

ベーシッ ク B タ イプ コンプ リート C タ イプ

寸法 （WxDxH） 32x36.9x23cm 32x53x29.8cm

重量 （ローター除く） 17 kg 31 kg

ノ イズレベル 50dB(A) 50dB(A)

最大電流 3.8/3.6A （100V、 50/60Hz）

最大消費電力 180 W (230/120/100 V)

モーター保護 サーマルプロテク ター

IEC529保護ク ラス IP 54

吸引容量 （DIN EN60529; VDE0470-1） 1.9/2.1m3/h （50/60Hz）

最大到達 （入） 圧力 9 mbar

最大到達 （出） 圧力 2 bar

最大到達入出圧力差 1 bar

公称速度 （50/60Hz） 1,500/1,800 rpm

Radio interference protection class B
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9.5 運転パラ メーター

サンプルに接触する表面の材質 

ハウジングカバー内部 カーボン補強 PTFE

上部のカバー、 メ ンブレンスプ リ ングウォ ッ

シャー

カーボン補強 ETFE

バルブ FFKM

メ ンブレン PTFE

入口 ETFE

出口 ETFE

接続ノズル ETFE

ホース PTFE

時間 1分から 9:59時間、 連続運転、
1分単位で設定可能。

回転数 1,400 rpm

最大相対遠心力 （rcf） 248 x g

最大容量 2.0ml マイ ク ロテス トチューブ ｘ 96本

最大遠心可能密度 1.2 g/ml

排気コンデンサー容量 280 ml
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10 注文案内

10.1 梱包内容

配達時の梱包には下記のセッ トが含まれています。

10.1.1 コンプ リート C タイプ

10.1.2 ベーシッ ク B タ イプ

数量 商品 No. 品名

1台 5305 000.231
5305 000.630

遠心濃縮機 5305
100 V / 50-60 Hz、 ダイアフラム真空ポンプ付き
F-45-48-11 ローター付
ジャンクシ ョ ンシステム、 ローターなし

1 セッ ト 5417 341.007
ヒ ューズ
2 x 6.3 AT UL （100V）

1本 - 電源ケーブル

1冊 - 使用説明書 （本書）

1冊 5305 900.011 使用説明書 （英語版）

1台 5301 330.008
排気コンデンサー
ホース無し

1本 5301 337.002 排気コンデンサー用ホース （0.7m）

1個 5301 110.032
ゲルド ライヤー接続具
ジャンクシ ョ ンシステムのみ

数量 商品 No. 品名

1台 5305 000.037

遠心濃縮機 5305
100 V / 50-60 Hz
F-45-48-11 ローター付

1 セッ ト 5417 341.007
ヒ ューズ
2 x 6.3 AT UL （100V）

1本 - 電源ケーブル

1冊 - 使用説明書 （本書）

1冊 5305 900.011 使用説明書 （英語版）
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10.2 付属品

10.2.1 ローター

10.2.2 アダプター

商品 No. 品名

5490 034.007
F-45-72-8
0.5ml マイ ク ロテス トチューブ x72本

5490 032.004
 F-45-70-11
1.5/2.0ml マイ ク ロテス トチューブ x70本

5490 030.001
F-45-48-11
1.5/2.0ml マイ ク ロテス トチューブ x48本

5490 036.000
F-45-24-12
6.0/8.0ml丸底遠沈管 x24本

5490 041.003
F-50-8-16
15.0/20.0ml丸底遠沈管 x8本

5490 042.000
F-50-8-18
15.0/20.0ml丸底遠沈管 x8本

5490 038.002
F-45-8-17
15ml ファルコンチューブ x8本

5490 040.007
F-40-36-12
1.5ml平底遠沈管 x36本

5490 035.003
F-45-36-15
3.0/5.0ml平底遠沈管 x36本

5490 043.006
F-45-16-20
6.5/10.0ml平底遠沈管 x16本

5490 037.006
F-40-18-19
10.0ml平底遠沈管 x18本

5490 044.002
F-45-12-31
20.0ml平底遠沈管 x12本

5490 039.009
F-35-8-24
25.0ml平底遠沈管 x8本

5490 045.009
A-2-VC
プレート用

商品 No. 品名

0030 124.235
ワーク ト レー 0.2mL用
PCR チューブ 0.2ml用、 10枚組。

0030 124.243
ワーク ト レー 0.2mL用フレーム
5個組

5825 706.005

アダプター

A-2-VC用
コンビスライ ド用、 2個組

5425 715.005
5425 716.001

アダプター

F-45-48-11用
0.2ml PCRチューブ用、 6個組
0.5ｍlチューブ、 Microtainer® （0.6ml） 用、 6個組

5425 723.008

アダプター

F-45-72-8用
0.2ml PCRチューブ用、 6個組
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10.2.3 その他の付属品

商品 No. 品名

5301 316.005
スペーサー
F-45-72-8、 F45-48-11 ローター 2段重ね用

5301 330.008
排気コンデンサー
ホース無し

5301 337.002 排気コンデンサー用ホース （長さ 0.7m）
5301 033.003 単相外部真空ポンプ用特殊プラグ （120V）

5301 036.002
外部真空ポンプ接続用電磁弁 （100-120V）
水溶液およびアルコール溶液専用

5301 160.005 蓋用シールリ ング

5810 350.050
ピボッ ト グ リース
20ml入りチューブ

5490 030.800
F-45-72-8、 F45-48-11 ローター用脚
3個組
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Abb. 3: Operating controls and device display for Concentrator plus and Vacufuge plus

図 3: 遠心濃縮機 5305のキーパッ ド とディ スプレー
Abb. 4 : Connection  options for the complete sys tem

図 4: コンプ リート C タ イプと他の機器の接続
Abb. 5 : Connection  options for the basic dev ice

図 5: ベーシッ ク B タ イプと他の機器の接続
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Fax: +45 45 76 7370
E-mail: nordic@eppendorf.dk
Internet: www.eppendorf.dk

SOUTH & SOUTHEAST ASIA

Eppendorf Asia Pacific Sdn. Bhd.
Phone: +60 3 8023 2769
Fax: +60 3 8023 3720
E-mail: asiapacifichq@eppendorf.com.my
Internet: www.eppendorf.com.my

SPAIN

Eppendorf Ibérica S.L.
Phone: +34 91 651 76 94
Fax: +34 91 651 81 44
E-mail: iberica@eppendorf.es
Internet: www.eppendorf.es

SWITZERLAND

Vaudaux-Eppendorf AG
Phone: +41 61 482 1414
Fax: +41 61 482 1419
E-mail: vaudaux@vaudaux.ch
Internet: www.eppendorf.ch

UNITED KINGDOM

Eppendorf UK Limited
Phone: +44 1223 200 440
Fax: +44 1223 200 441
E-mail: sales@eppendorf.co.uk
Internet: www.eppendorf.co.uk

USA

Eppendorf North America
Phone: +1 516 334 7500
Fax: +1 516 334 7506
E-mail: info@eppendorf.com
Internet: www.eppendorfna.com

OTHER COUNTRIES

Internet: www.eppendorf.com/worldwide



エッペンドルフ株式会社
〒 101-0031東京都千代田区東神田 2-4-5東神田堀商ビル

TEL: 03-5825-2361 FAX: 03-5825-2365

http//:www.eppendorf.com/jp · E-Mail: info@eppendorf.jp




